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◆東久留米市の行政相談委員…新藤智子氏（浅間町三丁目、�２２・２２８６）▽栄田征子氏（本町二丁目、�７１・２４１６）▽當麻好雄氏（東本町、�７３･７４３０）

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�　
・
７
７
３
２
へ
。　
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○平成１５年度予算の執行状況（１５年９月３０日現在）

参考：１４年度（１４年９月末）歳　　　出歳　　　入
執行率
（歳出）

支 出 済 額執行率支　出　済　額収入率収　入　済　額
予　算　現　額 
（歳入・歳出）

会　　　計

４３．５％１４２億２，２８６万４千円４３．１％１４７億５，６９９万３千円４３．７％１４９億７，６６２万７千円３4２億５，６０３万６千円一 般 会 計

３９．５％３１億６０７万８千円４１．２％３５億４，９６５万５千円４１．２％３５億５，３４９万４千円８６億２，１０４万１千円国民健康保険特別会計

３９．８％３１億１，５４８万７千円３９．０％３０億７，２８９万６千円４１．９％　 ３３億４８万１千円　７８億７，６０３万７千円老人保健特別会計

３８．２％１３億６，７３１万１千円４０．６％１５億１，１７２万１千円４０．８％１５億１，８０４万９千円３７億２，５２４万４千円介護保険特別会計

３８．６％１３億４，４６９万３千円３８．５％１４億２３５万７千円４０．４％１４億７，０９８万７千円　３６億４，１９８万６千円下水道事業特別会計

２９．４％　２億９，５９８万７千円２７．１％２億７，５４３万８千円４６．５％４億７，２１２万円１０億１，５１０万円受託水道事業特別会計

　

今
年
度
は
、
当
初
予
算
後
９
月

末
ま
で
に
、
一
般
会
計
お
よ
び
老

人
保
健
特
別
会
計
で
２
回
、介
護

保
険
特
別
会
計
で
１
回
の
補
正
を

１月１２日（祝 )の成人の
日は、次の地域について
ごみ収集作業を行います
　

　▼燃やせるごみ…本町二丁目、小山、
幸町、前沢、南町、滝山、下里、柳窪、
野火止、八幡町、弥生
　▼びん、缶、トレイ、ペットボトル
…前沢、南町、滝山
　▼燃やせないごみ…学園町、ひばり
が丘団地、中央町、南沢
　▼粗大ごみ…申し込んで指定され
た方
　詳しくはごみ対策課�７３・２１１７へ。

情　

報

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
年
２
回
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
平
成　

年
度
上
半
期
（
４
月
１
日
〜
９
月　

１５

３０

日
）
の
予
算
の
執
行
状
況
、
財
産
の
現
況
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
財
政
課
�　

・
７
７
０
６
へ
。

７０

平
成　

年
度
予
算
の

１５

執

行

状

況

は

行
っ
て
い
ま
す
。表
の
予
算
現
額

は
、こ
れ
ら
の
補
正
後
の
額
で
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
経
常
的
な
支

出
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
大
規
模

改
造
工
事
や
清
掃
車
両
の
購
入
な

ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
９

月
末
現
在
の
執
行
率
は　

・
７
㌫

４３

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、　

年
度

１４

決
算
に
お
け
る
執
行
率
は　

・
９５

１
㌫
で
あ
り
、
今
年
度
も
お
お

む
ね
同
様
に
推
移
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

市
で
は
、厳
し
い
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、歳
入
の
確
保
、経
費
の
節

減
、事
務
事
業
の
創
意
工
夫
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。引
き

続
き
効
率
的
な
予
算
管
理
、財
産

管
理
を
徹
底
し
て
い
く
方
針
で
す
。

�
   
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
て
お

医
者
さ
ん
に
掛
か
る
と
き
に
、
医

療
費
の
一
部
負
担
金（
原
則
３
割
）

を
支
払
う
だ
け
で
医
療
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
で
き
た
大
切
な
相
互

扶
助
の
制
度
で
す
。

　

こ
の
国
保
を
支
え
て
い
る
の
が
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
国
保
税
で
す
。

　

国
保
税
は
病
院
等
へ
支
払
う
医

療
費
か
ら
、
皆
さ
ん
が
負
担
す
る

一
部
負
担
金
の
ほ
か
国
や
都
な
ど

か
ら
の
公
費
負
担
を
差
し
引
い
た

分
が
、
国
保
税
の
総
額
と
し
て
決

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
税
を
納
め
忘
れ
る
と
国
保

財
政
を
圧
迫
し
、
十
分
な
医
療
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
国
保
の
健
全
な
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ど
う
し
て
国
保
税
を
納
め

な
い
と
い
け
な
い
の
？

�
　

特
別
な
理
由
も
な
い
の
に
国
民

健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、
次

の
特
別
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
現
在
、
使
用
し
て
い
る
被
保

国
民
健
康
保
険
・
滞
納
世

帯
主
等
特
別
措
置
は

険
者
証
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
、

短
期
被
保
険
者
証
や
資
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
（
短
期
被
保
険

者
証
と
は
、
有
効
期
間
が
短
い
被

保
険
者
証
の
こ
と
で
す
。
資
格
証

明
書
は
、
被
保
険
者
証
と
違
い
、

医
療
機
関
に
掛
か
る
と
き
、
い
っ

た
ん
全
額
の
医
療
費
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
）。

　

●
保
険
給
付
の
一
部
ま
た
は
全

部
が
一
時
差
し
止
め
さ
れ
ま
す
。

　

●
前
述
の
方
法
に
よ
っ
て
も
改

善
さ
れ
な
い
と
き
は
、
差
し
止
め

さ
れ
た
保
険
給
付
の
額
か
ら
滞
納

国
保
税
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
【
適
用
除
外
】

　

次
の
よ
う
に
や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
と
き
は
、
特
別
措
置
の

適
用
除
外
に
な
り
ま
す
。

　

●
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
、

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護

に
関
す
る
法
律
に
よ
る
医
療
や
国

民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
５
条

の
５
で
定
め
る
医
療
が
受
け
ら
れ

る
と
き

　

●
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
で

定
め
る
事
由
は
次
の
通
り
で
す
。

　

①
世
帯
主
が
そ
の
財
産
に
つ
き

災
害
を
受
け
、
ま
た
は
盗
難
に
か

か
っ
た
こ
と
②
世
帯
主
ま
た
は
そ

の
者
と
生
計
を
同
一
に
す
る
親
族

が
病
気
に
掛
か
り
ま
た
は
負
傷
し

た
こ
と
③
世
帯
主
が
そ
の
事
業
を

廃
止
し
ま
た
は
休
止
し
た
こ
と
④

世
帯
主
が
そ
の
事
業
に
つ
き
著
し

い
損
失
を
受
け
た
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
特
別
な
理
由
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い

で
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
【
専
門
】

　

※
予
約
は
広
報
課
�

　

・
７
７
７
７
（
代
）
へ
。

７０
　

☆
法
律
相
談　

１
月　
２１

日
・　

日
の
午
前　

時
か

２８

１０

ら
、
市
役
所
２
階
相
談
室
。

担
当
＝
弁
護
士
。
い
ず
れ

も　

日
の
午
前
８
時
半
か

１６
ら
、
先
着
順
に
電
話
受
け

付
け
。

　

☆
登
記
相
談　

２
月
４

日
の
午
後
１
時
か
ら
、
市

役
所
２
階
相
談
室
。
土
地

等
の
所
有
権
移
転
な
ど
。

担
当
＝
司
法
書
士
。
１
月

　

日
の
午
前
８
時
半
か
ら

３０先
着
順
に
電
話
予
約
を
受

け
付
け
。

　

☆
表
示
登
記
相
談　

２

月
４
日
の
午
後
１
時
か
ら
、

市
役
所
２
階
相
談
室
。
建

物
の
新
・
増
・
改
築
の
登

記
な
ど
。
担
当
＝
土
地
家

屋
調
査
士
。
１
月　

日
の

３０

午
前
８
時
半
か
ら
先
着
順

に
電
話
予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
税
務
相
談　

１
月　
１４

日
の
午
後
１
時
か
ら
、
市

役
所
２
階
相
談
室
。
担
当

＝
税
理
士
。
１
月
９
日
の

午
前
８
時
半
か
ら
先
着
順

に
電
話
予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
人
権
身
の
上
相
談　

１
月　

日
の
午
後
１
時
か

２１

ら
、
市
役
所
２
階
相
談
室
。

担
当
＝
人
権
擁
護
委
員
。

１
月　

日
の
午
前
８
時
半

１３

か
ら
先
着
順
に
電
話
予
約

を
受
け
付
け
。

　

☆
不
動
産
相
談　

１
月

　

日
の
午
後
１
時
か
ら
、

２１市
役
所
２
階
相
談
室
。
担

当
＝
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
。
１
月　

日
の
午
前
８

１５

時
半
か
ら
先
着
順
に
電
話

予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
交
通
事
故
相
談　

１

月　

日
の
午
後
１
時
か
ら
、

２８
市
役
所
２
階
相
談
室
。
担

当
＝
弁
護
士
、
都
交
通
事

故
相
談
員
。
１
月　

日
の

２２

午
前
８
時
半
か
ら
先
着
順

に
電
話
予
約
を
受
け
付
け
。

　

☆
行
政
手
続
相
談　

１

月　

日
の
午
前　

時
か
ら
、

１４

１０

市
役
所
２
階
相
談
室
。
相

続
、
成
年
後
見
、
会
社
・

法
人
の
設
立
手
続
き
な
ど
。

担
当
＝
行
政
書
士
。
１
月

８
日
の
午
前
８
時
半
か
ら

先
着
順
に
電
話
予
約
を
受

け
付
け
。

　

☆
年
金
・
労
災
・
失
業

保
険
・
人
事
管
理
等
相
談

　

１
月　

日
の
午
前　

時

２８

１０

か
ら
、
市
役
所
２
階
相
談

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
。　
６０

歳
以
上
の
方
が
対
象
（
高

齢
者
就
業
相
談
署
は　

歳
５５

以
上
）。
担
当
＝
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
役
員
、

武
蔵
野
高
年
齢
者
就
業
相

談
所
職
員
。
直
接
会
場
へ
。

　

☆
職
業
相
談　

平
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

市
役
所
６
階
東
久
留
米

ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
。
都
内

全
域
と
所
沢
・
朝
霞
近
辺

の
求
人
が
パ
ソ
コ
ン
で
検

索
可
能
。
担
当
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
三
鷹
職
員
。
直
接

会
場
へ
。

　

☆
経
営
相
談　

１
月
８

日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、

市
役
所
２
階
相
談
室
。
担

当
＝
市
商
工
会
経
営
指
導

員
。
申
し
込
み
は
産
業
振

興
課
労
政
商
工
係
へ
。

　
【
住
ま
い
】

　

☆
住
宅
増
改
築
相
談　

１
月　

日
の
午
前　

時
〜

１５

１０

午
後
４
時
、
市
役
所
２
階

相
談
室
。
住
宅
の
修
理
・

改
築
工
事
一
式
、
見
積
も

り
な
ど
。
担
当
＝
市
住
宅

増
改
築
等
斡
旋
（
あ
っ
せ

ん
）
事
業
地
登
録
団
体
協

議
会
。
直
接
会
場
へ
。　

室
。
担
当
＝
社
会
保
険
労

務
士
。
１
月　

日
の
午
前

２２

８
時
半
か
ら
先
着
順
に
電

話
予
約
を
受
け
付
け
。

　
【
障
害
者
】

　

☆
知
的
障
害
者
相
談　

１
月　

日
の
午
前　

時
〜

１４

１０

正
午
、
市
役
所
１
階
相
談

室
。
担
当
＝
知
的
障
害
者

相
談
員
。
直
接
会
場
へ
。

　

☆
身
体
障
害
者
相
談　

１
月
９
日
の
午
前　

時
〜

１０

正
午
、
市
役
所
１
階
相
談

室
。
担
当
＝
身
体
障
害
者

相
談
員
。
直
接
会
場
へ
。

　
【
仕
事
】

　

☆
高
齢
者
の
仕
事
の
相

談　

１
月
７
日
の
午
後
１

時
〜
３
時
半
、
コ
ミ
ュ
ニ

　

東
京
都
で
も
、
交
通

事
故
相
談
�　

・
５
３

０３

２
０
・
７
７
３
３
や
ヤ

ミ
金
被
害
者
相
談
�

　

・
５
３
２
０
・
４
７

０３２
７
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
を
。

� �����������

○公有財産の状況
　公有財産とは、市が所有する不動産や動産などです。そのうち、土
地、建物などの財産は次の通りです。

１４年９月末１５年９月末
５８万５，３５８．５２㎡５８万６，６３９．１８㎡土 地

２０万８，２５４．３７㎡２０万８，２２９．７８㎡建 物

１３９カ所１４０カ所工 作 物

○市民負担の状況
　市の財源は、皆さんから納めていただく市税を中心に、国や都からの
支出金などで構成されています。

１４年９月末１５年９月末
２８万８千円３０万２千円市民一人当たりの歳出予算額

１４万４千円１３万９千円市民一人当たりの市税負担額

３５万３千円３３万６千円市民一世帯当たりの市税負担額

○市債の状況
　道路、公園の整備や公共施設の建設など、将来その施設を利用する世
代の方にも負担していただくことが適当な事業の場合、市では事業費の
一定割合を「市債」として、国などからの借り入れを行っています。

１４年９月末１５年９月末
５０４億５，５８５万３千円４９２億８，３４２万４千円市債残高

２８４億９，０６３万４千円２７８億８，３８７万２千円　一　般　会　計

２１９億６，５２１万９千円２１３億９，９５２万２千円　下水道事業会計

１４年９月末１５年９月末
５４億３，４６８万円４７億６，６４７万６千円基金現在高

２８億４，２８１万５千円２３億５，５０６万円　財政調整基金

２５億９，１８６万５千円２４億１，１４１万６千円　その他の基金

○基金の状況
　基金は、家計の「貯金」にあたるものです。多額の資金が必要とな
る場合に備えて、財政事情を考慮しながら、目的ごとに積み立てを行っ
ています。

保

国


